
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
芸
術
家
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
い
う
2
名
の
ユ
ニ
ー
ク
な
講
演
者
の

組
み
合
わ
せ
と
な
り
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
作
品
（
点
描
画
）
も
展
示
致
し
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人

を
お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

第
1
部

君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇

宙
神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界

（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）

　
　
　
　
　
　

講
師　

水
華 

氏

�

（
神
技
点
描
画
家
）

　

沖
縄
出
身
の
水
華
氏
は
、
ダ
イ
バ
ー

シ
ョ
ッ
プ
経
営
に
成
功
、
名
実
と
も
事

業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
若
く
し
て
巨
万
の
富
を
得
て
、

天
狗
生
活
を
送
っ
た
結
果
、
こ
と
ご
と

く
事
業
の
多
角
化
に
失
敗
、
天
国
か
ら

地
獄
に
突
き
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

あ
る
日
、
自
死
を
思
い
た
っ
た
時
、

突
然
、
神
秘
体
験
が
起
き
ま
し
た
。「
点

描
を
描
け
!
」
と
い
う
、
巨
大
な
バ
イ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
の
で
す
。
そ

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め

の
「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が

今
回
同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
6
月
2
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い

ま
す
（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に

お
願
い
致
し
ま
す
）。

こ
で
止
む
無
く
点
描
を
描
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
間
で
6
0
0

本
と
い
う
神
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
点
描
画
は
す
で
に
90
作
以
上
に

上
り
、
1
0
0
号
7
0
0
0
万
円
以
上

と
い
う
破
格
の
値
段
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
全
国
の
個
展
会
場
で
は
、
連
日
、

奇
跡
的
な
シ
ー
ン
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
い
、
水
華
氏
が
告
げ
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
?こ

の
衝
撃
の
点
描
画
と
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
華
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
沖
縄
生
ま
れ
。
2
0
1
2

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
将
来
の
事
務
局
長
を
募
集
し
ま
す

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
全
国
大
会
発
表
者
大
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
六
月
七
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
第
25
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
24
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
平
成
26
年
1
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
26
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
三
九
三
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
九
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎�

御
嶽
山
の
火
山
爆
発
の
予
知
の
検
証

と
天
変
地
異
の
予
知

◎
訃
報

◎�

オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
と
霧
（
水
滴
）

の
関
係

年
6
月
よ
り
突
然
点
描
画
を
描
き
、
2

0
1
4
年
6
月
ま
で
に
は
80
点
の
作
品

を
発
表
し
て
い
る
。
2
0
1
4
年
2
月

サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
会
員
、
2
0
1
4
年

4
月
上
野　

日
仏
現
代
国
際
美
術
展
示

品
／
会
員
優
賞
受
賞
、
同
時
に
サ
ロ
ン

・
ブ
ラ
ン
委
員
に
推
薦
。
2
0
1
2
年

11
月
仙
台
「
現
代
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

������������������������������������������������������������
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ア
ー
ト
展
」、
2
0
1
3
年
銀
座
グ
レ

ー
ス「
S
U
I
K
A
点
描
画
展
、
2

�
0
�1�

3
年
7
月
赤
坂
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
「
ア
ー
ル
グ
ラ
ー
ジ
ュ
と
コ
ラ
ボ
」、

2
0
1
4
年
1
月
表
参
道
四
季
画
廊

「
S
U
I
K
A
点
描
画
展
」
な
ど
開
催
。

第
2
部

巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め

（
ビ
オ
マ
ガ
ジ
ン
）

　
　
　
　

講
師　

上
部　

一
馬 

氏

「
地
震
は
予
知
で
き
な
い
」。
こ
れ
は

世
界
の
定
説
で
す
。
し
か
し
、
巨
大
地

震
の
発
生
を
一
、二
週
間
前
に
予
測
で

き
る
「
G
P
S
地
殻
変
動
解
析
シ
ス
テ

ム
」
を
開
発
し
た
民
間
人
が
登
場
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
世
界
の
快
挙
で
す
。
20

年
間
に
わ
た
り
日
本
の
地
殻
変
動
を
調

べ
た
結
果
、
巨
大
地
震
発
生
の
前
に
は

前
震
が
あ
る
こ
と
を
掴
み
ま
し
た
。
こ

の
20
年
間
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
1
週
間

毎
の
地
殻
変
動
値
か
ら
巨
大
地
震
の
予

測
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
M
5
以
上

の
的
中
率
は
8
割
を
超
え
、
3
・
11
も

事
前
に
予
測
し
て
い
ま
し
た
!　

富
士

山
噴
火
、
首
都
圏
直
下
型
地
震
が
い
つ

起
こ
る
の
か
、
日
本
列
島
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
? 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
実

績
と
、
危
な
い
エ
リ
ア
を
公
表
致
し
ま

す
。

●
上
部
一
馬
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
4
年　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
生

ま
れ
。
1
9
7
7
年
明
治
学
院
大
学
卒

業
。
学
習
研
究
社
代
理
店
勤
務
の
後
、

1
9
9
2
年
㈱
健
康
産
業
流
通
新
聞
社

に
入
社
。
2
0
0
0
年
か
ら
フ
リ
ー
に
。

2
0
0
3
年
、
健
康
情
報
新
聞
編
集
長

兼
任
。
代
替
療
法
に
精
通
。

主
な
著
書
：「
美
肌
革
命
」（
ぶ
ん
ぶ
ん

書
房
）、「
難
病
を
癒
す
ミ
ネ
ラ
ル
療
法
」

（
中
央
ア
ー
ト
出
版
社
）、「
や
っ
ぱ
り
、

や
っ
ぱ
り
ガ
ン
は
治
る
」（
コ
ス
モ
21
）、

「
ガ
ン
治
療
に
夜
明
け
を
告
げ
る
」（
花

伝
社
）、「
奇
跡
の
生
還
」（
コ
ス
モ
21
）、

「
世
界
文
明
の
起
源
は
日
本
だ
っ
た
」

（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）他
多
数
。

日
時　

平
成
27
年
5
月
9
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
8
受
領
分
ま
で
）

金
六
万
円
也　
　
　

木
村　

陽
一　

様

金
五
万
円
也　
　
　

渡
邊　

薫
龍　

様

金
二
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

屋
敷　

益
男　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円
也　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

枝
元　

孝
行　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

石
井　

一
雄　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
将
来
の
事
務
局
長
を
募
集
し
ま
す

現
在
の
事
務
局
（
小
林
）
は
2

�
0
�0�

1
年
6
月
か
ら
、
日
本
サ
イ
科
学
会
の

公
式
サ
イ
ト
管
理
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て

の
事
務
仕
事
（
機
関
誌
・
論
文
集
等
の

編
集
と
発
行
、
本
部
例
会
・
全
国
大
会

等
の
準
備
と
運
営
、
理
事
会
・
通
常
総

会
の
準
備
と
運
営
、
会
員
管
理
な
ど
）

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
年
齢
的
に

す
べ
て
を
こ
な
す
に
は
、
体
力
的
に
き

つ
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
従
来
の
事
務
局
の
仕
事
を

編
集
部
（
刊
行
物
の
編
集
と
発
行
）
と

新
し
い
事
務
局
（
催
し
物
の
準
備
と
運

営
、
会
員
管
理
）
の
2
つ
に
分
割
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
し
い
事
務
局
の
担
当
者

を
並
列
記
憶
能
力
が
高
い
20
代
～
40
代

の
会
員
か
、
会
員
の
お
知
り
合
い
か
ら

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
幹
事
と
し
て
役
員
会
等
に
も

出
席
し
、
数
ヶ
月
で
引
き
継
ぎ
を
受
け

て
、
問
題
な
け
れ
ば
正
式
に
給
与
の
出

る
事
務
局
長
に
な
っ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
資
格
は
首
都
圏
在
住
の
20
代
～

40
代
の「
W
O
R
D
・
E
X
C
E
L
」
等

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
い
で
、
機
械
音
痴

で
は
な
く
、
多
少
の
几
帳
面
さ
と
責
任

感
が
持
て
る
方
で
す
。
会
員
と
の
や
り

と
り
は
メ
ー
ル
が
主
体
で
、
通
常
の
ル

ー
テ
ィ
ー
ン
の
お
仕
事
に
就
い
て
い
る

方
で
も
、
兼
職
は
可
能
で
す
。
詳
細
に



●❸ ●

つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
に
メ
ー
ル
願

い
ま
す
。

E-m
ail offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

募
集
期
間
中
に
複
数
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
場
合
は
、
応
募
者
各
人
の
適
性

を
み
て
、
最
終
的
に
決
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※�

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発

　
　
　
　

講
師　

末
武　

信
宏 

氏

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
の
進
歩
は

近
年
目
覚
し
く
、
内
側
と
外
側
か
ら
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ザ
ー
、
高
周
波
、
超
音
波
な
ど

新
し
い
技
術
革
新
の
み
な
ら
ず
再
生
医

療
分
野
で
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
治

療
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
人
間
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
で
あ
る
自
律
神
経
機
能
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

人
間
の
能
力
開
発
か
ら
超
人
を
生
む

自
律
神
経
の
最
先
端
研
究
の
紹
介
と

人
間
の
未
知
な
る
可
能
性
や
個
人
特
性

な
ど
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
超
・
能
力
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
最
新
の
研
究
と
共
に
紹

介
し
ま
す
。

※
名
古
屋
市
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の

診
療
を
続
け
な
が
ら
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
研
究
で
も
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
お

医
者
さ
ん
の
貴
重
な
御
講
演
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
末
武
信
宏
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

国
立
岐
阜
大
学
医
学
部
卒
業
、
順
天
堂

大
学
医
学
部
大
学
院
博
士
課
程
卒
業（
医

学
博
士
）、
順
天
堂
大
学
医
学
部
非
常
勤

講
師
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

（
J
B
C
認
定
）、社
団
法
人　

先
端
医
科

学
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー　

副
代
表
理

事
、
日
本
美
容
外
科
学
会
認
定
専
門
医

さ
か
え
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

http://w
w
w
.sakae-clinic.com

/

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
株
式
会
社　

代
表

取
締
役

http://w
w
w
.topathlete.co.jp/

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
診
療
（
F
1
レ
ー

シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
、
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン

グ
世
界
王
者
、
プ
ロ
野
球
選
手
、
サ
ッ

カ
ー
日
本
代
表
、
ツ
ア
ー
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選

手
な
ど
）。
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
行
い
超
人

育
成
に
努
め
る
傍
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
努
め
る
。
ヒ
ー

リ
ン
グ
、
前
世
療
法
、
魂
の
実
証
へ
の

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
生
涯
研
究
。

http://w
w
w
.sakae-clinic.com

/
spiritual/

日
時　

平
成
27
年
6
月
7
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時
～
4
時
半　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
25
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
11
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
第
2
研
修
室
に
て
、
開
催
さ
れ

ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
テ
ー
マ
は
「
あ
の
世
と
多
次
元

世
界
」）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」
に
関
し
て

で
も
、
そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃

と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ

現
象
の
仮
説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に

関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す

の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を

ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に



原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
4
」
の
編
集
後

記
を
よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

チ
ャ
ク
ラ
に
響
く
コ
ト
タ
マ

パ
ワ
ー
体
感
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

講
師　

宮
崎　

貞
行 

氏

日
時　

平
成
27
年
5
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

意
識
に
よ
る
鉱
石
の
成
長
・

サ
イ
を
め
ぐ
る
よ
も
や
ま
話

　
　
　

講
師　

小
牧　

昭
一
郎 

氏

日
時　

平
成
27
年
6
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
後
3
時
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

永
遠
の
生
命
（
仮
題
）

　
　
　
　

講
師　

梶
原　

和
義 

氏

日
時　

平
成
27
年
7
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2
2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、

冥
王
星
）
が
与
え
る
個
人
の
運

勢
の
大
き
な
波
と
世
界
の
動
向

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

 �

（
占
星
学
研
究
家
）

外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王

星
）
は
1
つ
の
星
座
を
通
過
す
る
期
間

が
長
い
の
で
、
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
に

影
響
を
与
え
、
個
人
に
対
し
て
も
人
生

の
大
き
な
運
勢
の
波
に
影
響
を
与
え
、

記
憶
に
残
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
に

も
関
係
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
日
に
、
世
の
中
を

ひ
っ
く
り
返
す
天
王
星
が
占
星
学
の
基

準
点
で
あ
る
春
分
点
を
通
過
し
、
牡
羊

座
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
世
界
的
に
争
い

や
戦
い
の
多
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
2
0
1
8
年
～
2
0
1
9
年
に
天

王
星
は
牡
牛
座
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
ど
う
い
う
ふ
う
に
時
代
が
変
わ
っ

て
い
く
か
を
、
そ
の
後
の
星
座
時
代
も

含
め
て
予
測
し
ま
す
。

さ
ら
に
海
王
星
、
冥
王
星
の
今
後
の

世
の
中
に
与
え
る
大
き
な
波
も
解
説
致

し
ま
す
。

ま
た
個
人
に
対
す
る
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
影
響
力
に
よ
る
、
大
き

な
運
勢
の
波
の
お
話
を
し
、
参
加
者
の

皆
様
に
は
、
外
惑
星
に
よ
る
今
後
数
十

年
間
の
個
人
別
運
勢
の
波
が
診
断
で
き

る
資
料
を
配
布
し
て
、
そ
の
見
方
の
説

明
を
致
し
ま
す
。

● ❹●



日
時　

平
成
27
年
5
月
24
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半

会
場　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学

　
　
　

研
究
所　

研
修
室

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
12
・
45

�

ロ
イ
ヤ
ル
シ
ャ
ト
ー
南
町
1
F
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

お
問
合
せ
・
お
申
込
み

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

心
の
調
和
に
つ
い
て
Ⅲ

　
　
　

講
師　

森
安 

政
仁 

氏

日
時　

平
成
27
年
6
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

森
安
商
店

長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
本
川
内
郷
16･
6

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

交
通　

J
R
長
与
駅
下
車
徒
歩
20
分

　
　
　

長
崎
バ
ス　

洗
切
小
学
校
前

　
　
　

下
車
徒
歩
2
分

会
費　

無
料

※
人
生
相
談
も
伺
い
ま
す

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
25
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
9
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

宇
宙
人
類
の
自
覚
：
第
2
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
革
命
（
2
）

昨
年
の
「
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命

：
地
球
人
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
説
か
ら
ウ
チ

ュ
ウ
ジ
ン
て
ん
こ
盛
り
説
へ
」
に
引
き

続
き
、
第
2
弾
と
し
て
、「
宇
宙
人
類
の

自
覚
」
が
テ
ー
マ
!

　

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
宇
宙
人
類
学
が

提
唱
さ
れ
る
中
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
宇
宙
人
と
の
交
流
を
前
提
に
、
さ
ら

に
一
歩
進
ん
で
ゆ
き
ま
し
ょ
う
か
?　

「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
宇
宙
人
あ
り
」

Cogito Ergo Eureka

日
時　

平
成
27
年
7
月
26
日
（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
「
渋
谷
駅
」

行
で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会�

員　

五
〇
〇
円（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
会
員
）

　
　
　

一
般　

一
〇
〇
〇
円

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
） 

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

第
24
回（
第
7
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
報
告

2
0
1
5
年
3
月
29
日
（
日
）
に
品

川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
終
日
開
催
。　

 

今
回
は
第
1
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
賞
を

設
け
、
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
受
賞
者

は
佐
藤
禎
花
さ
ん
に
決
定
。
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
満
員
御
礼
で
、
懇
親
会
も
20

名
参
加
。「
生
命
の
躍
動
」
を
テ
ー
マ
に
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者

及
び
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
1
月
本
部
例
会
報
告

魂
の
発
見

　
　
　
　

講
師　

小
川　

博
章 

氏

本
日
の
私
の
目
標
は
、「
心
を
解
明
し

魂
を
発
見
し
て
、
絶
対
安
心
に
至
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

原
初
の
生
物
で
あ
る
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は

目
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
小
さ
な

生
物
で
す
が
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ
の
い
る
環

境
に
弱
い
電
流
を
流
す
実
験
を
し
て
み

ま
す
。
何
事
も
な
い
と
き
に
、
ゾ
ウ
リ

ム
シ
は
お
互
い
に
適
当
な
距
離
を
と
っ

て
散
ら
ば
り
、
平
和
な
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
環
境
に
弱
い
電

流
を
流
す
と
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
常
に
マ

イ
ナ
ス
極
に
向
か
い
ま
す
。
次
に
ゾ
ウ

リ
ム
シ
が
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
環
境

に
、
酸
を
た
ら
す
実
験
を
し
て
み
ま
す
。

弱
い
酸
を
た
ら
す
と
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
皆

寄
っ
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
環
境

に
強
い
酸
を
た
ら
す
と
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ

は
皆
一
斉
に
逃
げ
、
遠
ざ
か
り
ま
す
。

こ
の
実
験
が
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、

原
初
の
生
物
で
あ
る
ゾ
ウ
リ
ム
シ
も
、

論
理
に
従
っ
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う

●❺ ●



こ
と
で
す
。
そ
こ
で
そ
の
眼
を
転
じ
て

世
界
を
見
れ
ば
、
渡
り
鳥
が
一
団
と
な
っ

て
海
を
越
え
て
い
く
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ

る
生
物
が
論
理
に
従
っ
て
行
動
し
て
い

る
の
だ
と
分
か
り
ま
す
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
ど
う
し
て
生
物
は
過
酷
な
環
境
の

中
で
生
き
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
? 

命
は
論
理
に
従
っ
て
行
動
す
る
仕
組
み

だ
と
い
え
ま
す
。
命
に
よ
っ
て
生
き
て

い
る
私
た
ち
も
ま
た
、
論
理
に
従
っ
て

生
き
る
の
が
当
た
り
前
で
生
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た

ち
は
論
理
的
で
な
い
説
明
に
出
会
う
と
、

そ
の
先
に
進
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

も
当
然
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
人
類
は
論
理
的
な
知
識
を
共

有
し
、
皆
で
積
み
重
ね
る
た
め
に
発
明

し
た
の
が
、“
科
学
”
と
い
う
方
法
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
私
た

ち
は
科
学
を
発
達
さ
せ
る
中
で
、
よ
り

い
っ
そ
う
理
性
を
磨
き
、
理
性
を
唯
一

の
自
分
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
生
き
て
い
る
う
ち
に

私
た
ち
は
、
現
代
の
科
学
が
現
実
を
必

ず
し
も
正
確
に
記
述
で
き
て
い
な
い
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
科
学
は
今
の
と

こ
ろ
、
現
実
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と

い
え
ま
す
。
つ
ま
り
理
性
に
従
っ
て
も

先
に
進
め
な
い
多
く
の
問
題
の
存
在
に

気
付
き
始
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
は
論

理
的
で
な
い
も
の
を
排
除
し
よ
う
す
る

余
り
、
科
学
的
に
な
っ
て
い
な
い
も
の

を
信
じ
ま
せ
ん
。
科
学
は
、
ニ
ュ
ー
ト

ン
が
万
有
引
力
の
法
則
を
発
見
し
て
以

来
、
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
が
万
有
引
力
の
法
則
を
発

見
す
る
前
に
も
、
リ
ン
ゴ
は
木
か
ら
落

ち
て
い
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、

あ
ら
ゆ
る
結
果
は
原
因
が
あ
っ
て
、
生

ま
れ
ま
す
。

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
原
因
は
原
因
が
生

ま
れ
る
仕
組
み
が
あ
っ
て
、
生
じ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
科
学
が

仕
組
み
を
説
明
で
き
な
い
と
い
っ
て
も
、

仕
組
み
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
現
実
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
仕
組
み
の
真
実
を
知
り

た
い
と
願
い
、
新
た
な
世
界
へ
飛
び
出

さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
現
代
人
に
と
っ
て
、
絶
対
安
心

の
基
準
と
根
拠
と
い
う
の
は
、
実
に
常

軌
を
逸
し
た
話
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
慎
重
に
現
在
の
世
界
が
示

し
て
い
る
現
実
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
真
実
が
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
科
学
的
に
現
実
に
迫
り
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
最
初
に
基
本
的
な
疑
問
を
解

決
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
「
科
学
す
る
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
? 

科

学
の
基
準
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
? 

あ
る
こ
と
が
科
学
的
で
あ
る
か
ど
う
か

を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
科
学
の

方
法
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

科
学
の
方
法
に
は
3
つ
の
原
則
が
あ

り
ま
す
。

①
論
理
的
な
仮
説
を
立
て
る

②
実
験
に
よ
っ
て
仮
説
を
証
明
す
る

③
再
現
性
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る

科
学
は
こ
の
3
つ
の
原
則
に
よ
っ
て

前
の
知
識
の
上
に
新
た
な
知
識
を
積
み

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓄
積
的
進
歩

を
可
能
に
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
意
識
は
実
験
に
よ

っ
て
証
明
で
き
て
い
な
い
の
で
、
蓄
積

的
進
歩
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
い
く

ら
論
理
的
な
仮
説
を
立
て
て
も
科
学
と

し
て
は
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

科
学
し
よ
う
と
す
る
意
欲
も
生
ま
れ
な

い
の
は
当
然
で
す
。
そ
の
よ
う
な
わ
け

で
現
在
、
意
識
は
決
し
て
科
学
に
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
、
一
般
的
に
了

解
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
釈
迦
の
出
現
以
来
、

年
間
わ
ず
か
1
0
0
人
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
に
25
万
人
の
人
々
が

釈
迦
の
い
う
絶
対
安
心
の
世
界
に
進
み
、

こ
の
世
界
に
進
ん
だ
人
々
は
、
皆
同
じ

事
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、

実
験
に
よ
っ
て
証
明
で
き
な
く
て
も
、

釈
迦
が
発
見
し
、
白
隠
禅
師
が
改
良
を

加
え
た
方
法
は
、
再
現
性
に
よ
っ
て
確

認
で
き
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
3
番
目
の
条
件
は
満
た
し

て
い
ま
す
。
同
じ
方
法
を
使
え
ば
同
じ

体
験
が
再
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

蓄
積
的
進
歩
が
無
い
か
ら
と
い
っ
て
、

仕
組
み
が
無
い
こ
と
の
証
明
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
誰
で
も
同
じ
結
論
に

至
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
、
明
白
な
仕

組
み
が
存
在
し
て
い
る
証
拠
だ
と
い
え

ま
す
。

確
か
に
意
識
を
科
学
し
よ
う
と
し
て

も
、
意
識
に
は
純
粋
な
科
学
と
し
て
の

資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ま

で
、
純
粋
な
理
性
だ
け
で
は
闇
に
迷
い

込
む
だ
け
で
あ
ろ
う
と
観
察
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

自
分
独
自
の
個
性
的
な
人
生
の
す
べ
て

を
肯
定
し
て
い
き
、
知
ら
ぬ
間
に
迷
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
闇
夜
か
ら
出
て
、
活

き
活
き
と
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
自
分

が
生
き
る
基
準
が
純
粋
な
科
学
で
あ
る

か
ど
う
か
よ
り
も
、
自
分
の
喜
び
の
源

に
な
る
か
ど
う
か
、
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
?

し
か
し
一
方
で
私
た
ち
は
、
理
性
的
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に
納
得
で
き
れ
ば
、
新
し
い
知
識
を
振

り
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で

本
日
は
、
で
き
る
だ
け
広
く
現
実
を
観

察
し
、
世
界
が
示
し
て
い
る
証
拠
に
よ

っ
て
、
意
識
を
理
解
す
る
、
と
い
う
方

法
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
世
界
を
観
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
識
と
は
何
か
と

い
う
仮
説
を
立
て
、
自
分
の
心
と
体
を

使
っ
て
再
現
す
る
こ
と
で
、
自
分
で
振

り
落
と
す
い
う
方
法
を
提
供
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
日
は
意
識
を
科
学
す
る
た

め
に
、

①
意
識
は
ど
こ
に
あ
る
か
?

②
意
識
は
何
を
し
て
い
る
か
?

③
意
識
は
い
つ
か
ら
あ
る
か
?

と
い
う
3
つ
の
こ
と
を
考
え
た
上
で
、

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
が
一
般
的
に
困

惑
し
て
い
る

④�

意
識
は
肉
体
の
死
と
共
に
消
え
る
か
?

つ
ま
り
、「
人
は
生
ま
れ
て
、
生
き
て
、

死
ぬ
」
と
い
う
考
え
方
は
本
当
か
、
ほ

か
の
考
え
方
は
完
全
に
間
違
い
な
の
か
、

と
い
う
大
疑
問
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
疑
問
の
パ
ズ
ル
を
解
い

た
結
果
と
し
て
、
私
た
ち
は
人
生
を
安

心
し
て
生
き
て
良
い
根
拠
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
し
、
解
け

た
パ
ズ
ル
に
よ
っ
て
、
安
心
の
根
拠
を

納
得
で
き
れ
ば
、
絶
対
安
心
に
至
れ
る

は
ず
で
す
。

ま
ず
、「
意
識
は
ど
こ
に
あ
る
か
?
」

と
い
う
意
識
に
関
す
る
最
初
の
疑
問
か

ら
考
え
ま
し
ょ
う
。
意
識
が
ど
こ
に
あ

る
か
を
知
れ
ば
、
意
識
の
仕
組
み
の
一

部
が
分
か
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

意
識
は
、

①�

体
の
一
部
だ
け
に
あ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
全
体
に
あ
る
の
か
?

②�

体
の
内
部
だ
け
に
あ
る
の
か
? 

そ

れ
と
も
外
部
に
も
あ
る
の
か
?

こ
の
2
つ
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

で
は
擬
態
生
物
を
観
察
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
擬
態
生
物
を
見
る
と
、
た
ち
ま

ち
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。（
鏡
で
自
分

の
体
を
見
る
わ
け
で
も
な
く
）
自
分
の

目
で
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
も
環
境
に
似
る
の
で
し
ょ
う

か
? 

何
も
教
育
さ
れ
な
い
の
に
、
こ
こ

な
ら
安
全
と
知
る
た
め
に
は
、
環
境
に

紛
れ
て
い
る
自
分
を
意
識
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
あ
る
植
物
と

完
璧
に
似
た
体
を
手
に
入
れ
て
も
、
も

し
留
ま
る
植
物
を
間
違
え
た
ら
、
た
ち

ど
こ
ろ
に
捕
獲
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
擬
態
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
3

つ
の
条
件
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

環
境
を
自
分
の
体
に
コ
ピ
ー
す
る
に

は
、
肉
体
の
目
以
外
の
視
力
で
自
分
の

体
を
、
自
分
の
体
の
外
か
ら
環
境
ご
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
つ

ま
り
擬
態
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
第

一
に
、
意
識
の
中
に
体
が
で
き
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
こ
こ
で
意

識
の
仕
組
み
に
関
し
て
、
新
た
な
2
つ

の
疑
問
が
起
こ
り
ま
す
。

①�

意
識
の
仕
組
み
の
中
に
体
が
あ
る
の

は
本
当
な
の
か
?

②�
肉
体
の
目
以
外
の
視
力
な
ど
が
あ
る

の
か
?

状
況
証
拠
を
沢
山
集
め
て
、
理
解
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

※
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
た
例
の
う
ち
の

（
一
例
）
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、

大
場
秀
章
教
授
の
著
書
『
植
物
は
考
え

る
』
に
よ
る
と
、「
植
物
に
は
会
話
し
、

変
身
し
、
動
物
を
操
る
智
恵
が
あ
る
」

例
え
ば
、「
雄
蜂
が
近
づ
く
と
瞬
間
花
が

そ
れ
を
捕
ら
え
て
花
粉
の
ス
タ
ン
プ
を

押
す
ハ
ン
マ
ー
オ
ー
キ
ッ
ド
は
、
自
分

の
花
の
形
が
蜂
の
雄
に
雌
蜂
の
よ
う
に

見
え
て
い
て
、
自
ら
雄
を
お
び
き
寄
せ

て
い
る
と
意
識
で
き
て
い
る
」
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
も
し
、
花
が
突
然
変
異
に
よ

っ
て
偶
然
蜂
の
雌
に
似
た
の
だ
と
し
た

ら
、
自
ら
動
い
て
花
粉
の
ス
タ
ン
プ
を

押
す
行
動
が
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

生
物
は
意
識
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て

行
動
し
て
い
る
か
? 

に
つ
い
て
次
の

9
つ
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

①
外
部
を
感
知
し
認
識
し
、
判
断
す
る

②
体
全
体
を
統
括
す
る
シ
ス
テ
ム

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
操
る

④�

時
々
刻
々
、
内
部
の
変
化
を
認
識
す

る
⑤
物
質
と
し
て
の
遺
伝
子
を
操
る

⑥�

細
胞
の
増
殖
に
先
立
っ
て
、
複
製
さ

れ
る

⑦
個
体
の
進
化
と
直
接
関
わ
っ
て
い
る

⑧
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る

⑨�

記
憶
に
よ
っ
て
、
意
味
の
あ
る
活
動
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を
す
る

こ
の
中
で
5
番
目
と
6
番
目
に
つ
い

て
は
本
当
な
の
か
? 

と
疑
問
に
思
わ

れ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
は
こ
こ
だ
け
詳

し
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
意
識
が
遺
伝
子
を
操
る
」
と
考
え

ら
れ
る
一
例
と
し
て
、
元
東
京
医
科
歯

科
大
学
准
教
授
の
志
村
則
夫
博
士
の
著

書
「
い
の
ち
と
は
何
か
」
に
、
江
上
信

夫
東
大
教
授
の
性
転
換
す
る
魚
の
実
験

が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
ハ
ナ
ダ
イ
」
は
雄
一
匹
が
十
数
匹

の
雌
を
従
え
て
紅
海
を
を
回
遊
し
て
い

ま
す
。
雄
が
死
ぬ
と
雌
の
一
匹
が
雄
に

性
転
換
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
江
上
先
生
が
研
究
室
の
水
槽
の
中

で
証
明
し
ま
し
た
。

透
明
ガ
ラ
ス
で
で
き
た
2
つ
の
隣
り

合
っ
た
水
槽
に
、
そ
れ
ぞ
れ
雄
と
雌
の

ハ
ナ
ダ
イ
を
何
匹
か
ず
つ
別
々
に
飼
い

ま
す
。
こ
の
と
き
は
何
も
起
こ
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
2
つ
の
水
槽
の
間
に

障
害
物
を
置
い
て
、
互
い
に
見
え
な
く

す
る
と
、
な
ん
と
雌
の
一
匹
が
雄
に
性

転
換
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
障
害
物

が
置
か
れ
、
雌
の
視
界
か
ら
雄
が
消
え

る
こ
と
で
、
雌
に
性
転
換
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
こ
の
実
験
で
は
、
性
転
換
が

意
図
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
雄
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
い

た
仕
組
み
で
あ
る
意
識
が
、
遺
伝
子
を

操
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

実
験
は
、
意
識
の
力
で
遺
伝
子
が
操
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
共

生
す
る
ク
マ
ノ
ミ
は
、
雌
が
い
な
く
な

る
と
雄
が
雌
に
性
転
換
し
ま
す
。
性
転

換
す
る
魚
は
実
は
沢
山
い
ま
す
。

ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
通
常
横
に
分
か
れ
て
、

1
つ
の
細
胞
が
2
つ
に
な
り
ま
す
。
細

胞
分
裂
に
よ
っ
て
増
え
ま
す
。
と
こ
ろ

が
環
境
が
悪
化
す
る
と
、
同
じ
遺
伝
子

で
は
住
み
に
く
く
な
り
ま
す
。
す
る
と

ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
自
分
と
は
違
う
遺
伝
子

を
持
っ
て
い
る
個
体
を
探
し
出
し
、
接

合
と
い
う
方
法
で
お
互
い
の
遺
伝
子
を

入
れ
替
え
ま
す
。
入
れ
替
え
た
後
、
2

つ
に
分
裂
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
の
中

で
遺
伝
子
を
一
旦
バ
ラ
バ
ラ
に
し
、
組

み
直
し
、
何
回
か
分
裂
を
繰
り
返
し
た

後
で
元
に
戻
る
と
、
再
び
通
常
の
細
胞

分
裂
を
繰
り
返
し
ま
す
。
ゾ
ウ
リ
ム
シ

は
こ
の
よ
う
に
し
て
生
き
て
い
ま
す
。

ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
自
分
で
自
由
自
在
に
遺

伝
子
を
操
っ
て
い
ま
す
。

擬
態
に
関
し
て
も
、
擬
態
が
可
能
に

な
る
第
2
の
条
件
は
意
識
が
遺
伝
子
を

操
る
と
考
え
て
始
め
て
、
生
物
が
見
事

な
ま
で
に
擬
態
を
仕
上
げ
た
現
実
を
理

解
で
き
ま
す
。

次
に
「
意
識
は
細
胞
の
増
殖
に
先
立

っ
て
、
複
製
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を

考
察
し
て
み
ま
す
。

細
胞
分
裂
し
た
ゾ
ウ
リ
ム
シ
は
、
直

ち
に
ゾ
ウ
リ
ム
シ
と
し
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
分
裂
を
始
め

た
と
き
に
、
で
き
か
か
っ
て
い
る
も
う

一
方
の
体
を
意
図
的
に
操
っ
て
い
る
の

は
、
元
の
体
の
意
識
で
は
な
く
、
新
し

い
体
の
意
識
の
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
分
か
れ
た
ら
、
別
々
で
生
き
て
い
け

る
は
ず
で
す
。
細
胞
と
い
う
物
質
を
再

生
す
る
前
に
、
物
質
を
操
る
意
識
を
再

生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

※
こ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
例
か
ら
、「
意

識
の
中
に
は
過
去
世
の
記
憶
が
あ
る
こ

と
」「
意
識
の
中
に
は
過
去
世
を
操
る
仕

組
み
が
あ
る
」
ま
た「
意
識
は
人
の
心
の

中
に
感
動
や
自
責
の
念
を
生
み
出
す
」

「
意
識
は
生
物
の
擬
態
や
性
転
換
、
そ

し
て
何
よ
り
進
化
を
起
こ
す
力
で
あ
る
」

こ
と
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
考
え
て
く
る
と
、

心
を
無
意
識
の
う
ち
に
操
る
力
が
存
在

す
る
こ
と
を
、
否
定
で
き
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

そ
し
て
、
そ
の
無
意
識
の
中
で
働
く

力
を
、
日
本
で
は
古
来
「
魂
」
と
呼
ん

で
き
た
こ
と
に
思
い
当
た
る
と
思
い
ま

す
。
意
識
と
呼
ば
れ
る
心
の
働
き
の
一

部
に
魂
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
す
。
つ
ま
り
、
命
が
自
動
的
に
体
を

操
っ
て
い
る
よ
う
に
、
永
遠
不
滅
の
記

憶
情
報
で
あ
る
魂
も
、
自
動
的
に
心
を

操
っ
て
、
心
に
変
化
を
起
こ
し
て
い
ま

す
。
意
識
の
一
部
と
し
て
魂
が
働
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
に
見
え
る
命

の
働
き
の
他
に
、
目
に
は
見
え
な
い
魂

も
確
実
に
心
と
体
を
操
っ
て
い
る
、
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
ほ
ど
か
ら
ず
っ
と
明
ら
か
に
し
続

け
て
き
た
意
識
の
仕
組
み
か
ら
、
魂
の

存
在
を
明
ら
か
に
で
き
ま
す
。
そ
し
て

魂
の
大
部
分
は
無
意
識
の
中
に
あ
り
、

日
常
生
活
の
中
で
は
ほ
と
ん
ど
潜
在
し

て
い
る
た
め
、
日
常
の
自
分
に
は
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

結
論
と
し
て
、「
魂
と
は
、
体
全
体
を

包
む
意
識
、
記
憶
、
進
化
す
る
意
図
を

も
つ
」
と
い
え
ま
す
。
新
し
く
進
化
す

る
た
め
に
人
生
に
問
題
が
起
こ
る
の
で

あ
り
、
自
分
自
身
の
生
物
の
時
間
の
中

で
、
今
の
自
分
の
経
験
が
時
間
と
共
に

記
憶
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
現
在
直
面
す
る

問
題
を
工
夫
す
る
記
憶
と
時
間
が
過
ぎ

去
る
も
の
で
は
な
く
、
積
も
り
行
く
も
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の
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
や
が
て
砂
時
計

が
半
回
転
し
て
、
新
し
い
と
き
を
刻
み

始
め
る
よ
う
に
、
こ
の
世
に
お
け
る
工

夫
が
、
次
の
自
分
の
人
生
を
よ
り
良
い

も
の
に
飛
躍
さ
せ
る
源
と
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
考
え
方
の
中
で
は
、
た
と
え
今

の
問
題
が
解
決
で
き
な
く
て
も
、
問
題

を
進
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉
え
る
考

え
方
の
中
で
工
夫
す
る
な
ら
、
問
題
そ

の
も
の
が
昇
華
し
て
、
消
え
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
人
生
の
時
間
軸
の
中
で
、

自
分
が
こ
の
人
生
を
生
き
る
基
準
が
明

ら
か
に
な
れ
ば
、
そ
の
結
果
、
人
生
の

出
来
事
は
す
べ
て
幸
せ
と
喜
び
の
源
に

な
る
は
ず
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
人
生
は「
生
き
る

意
味
」
で
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
魂
が
進
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
方
向
に
、
自
分
も
生
き
る
意
味

を
見
出
し
て
来
た
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
? 

自
分
が
人
生
を
生
き
る
意
味

は
、
魂
の
中
に
既
に
常
に
完
全
に
あ
る
、

と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
永
遠
不
滅
の

記
憶
情
報
で
あ
る
魂
を
明
ら
か
に
し
て
、

「
自
分
が
幸
せ
で
あ
る
根
拠
」
が
予
め
明

ら
か
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の

安
心
の
源
は
な
い
と
い
え
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
26
年
4
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る

　

生
命
の
す
ば
ら
し
さ
―

　
　
　
　

講
師　

西
川 

眞
知
子 

氏

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
い
う
の
は
イ

ン
ド
の
梵
語
す
な
わ
ち
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
で
、
元
々
は
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
ま

し
て
五
千
年
の
歴
史
を
も
っ
た
伝
統
的

な
医
学
で
す
。
ア
ー
ユ
ス
と
い
う
の
が

「
命
」
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
は
「
科
学
」
と
か

「
智
恵
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、
今
日

は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を
「
生
命
の
智

恵
」
と
い
う
ふ
う
に
題
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
で
も
今
ち
ょ
っ
と
触
れ
ま

し
た
「
ヴ
ェ
ー
ダ
」
と
い
う
の
は
、
イ

ン
ド
で
は
昔
か
ら
宇
宙
に
は
始
ま
り
も

終
わ
り
も
な
い
よ
う
に
、
ず
っ
と
永
遠

の
智
恵
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
純
粋
な
意

識
が
常
に
存
在
し
て
い
る
も
の
だ
、
そ

し
て
ヴ
ェ
ー
ダ
と
い
う
も
の
は
変
わ
る

こ
と
が
な
い
の
だ
、
と
い
う
ふ
う
に
説

か
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
だ
と
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、

後
の
時
代
に
4
つ
の
書
物
に
書
か
れ
て

い
き
ま
し
た
。
世
界
で
一
番
古
い
書
物

が
「
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
」
で
、「
サ
ー
マ

・
ヴ
ェ
ー
ダ
」、「
ヤ
ジ
ュ
ル
・
ヴ
ェ
ー

ダ
」、「
ア
タ
ル
ヴ
ァ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
」
が

書
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生

命
と
い
う
も
の
が
よ
り
健
全
に
、
そ
し

て
寿
命
が
全
う
さ
れ
る
ま
で
、
で
き
る

だ
け
幸
福
な
人
生
を
生
き
て
い
こ
う
と

い
う
、
そ
の
礎
の
た
め
に
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
と
い
う
の
が
説
か
れ
た
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
日
は
後
半
で
、
実
技
の
時
間
と
し

て
ヨ
ー
ガ
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヨ
ー
ガ
と
い
う
と
、
現
在
肉
体
的
な
激

し
い
鍛
錬
の
よ
う
に
取
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
ヨ
ガ
は
元
々
イ
ン
ド
で
生
ま
れ

た
6
つ
の
哲
学
の
一
つ
で
あ
り
、「
つ
な

が
る
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
ヨ
ー
ガ
は
、
こ
の
ア
ー
ユ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
と
は
、
五
千
年
の
歴
史
を
両

方
が
共
に
す
る
、
素
晴
ら
し
い
生
命
の

智
恵
を
説
い
て
い
く
も
の
で
、
今
日
は

こ
の
2
つ
を
羅
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ヨ
ー
ガ
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を

生
活
の
中
で
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
取
り
入

れ
て
い
く
だ
け
で
、
私
た
ち
は
今
以
上

に
ベ
タ
ー
な
日
々
を
暮
ら
し
て
い
き
た

い
、
と
い
う
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
図
に
あ
り
ま
す
「
地
水
火
風
空
」

は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
を
説
い
て
い
く

と
き
に
、
基
本
的
な
概
念
と
な
り
ま
す
。

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
申
し
ま
す
と
、

私
た
ち
を
取
り
囲
ん
で
い
る
自
然
、
私

や
貴
方
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
、

こ
の
5
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
構
成
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
の
が
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
で
す
。
こ
こ
が
中
国
の
医
学
で
す

と
、「
木
火
土
金
水（
も
く
か
ど
ご
ん
す

い
）」
と
い
う
5
つ
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
両
方
と
も
神
事
で
す
か
ら
、
ど
こ

が
違
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

て
、
風
土
で
あ
る
と
か
、
そ
こ
が
育
っ

て
い
く
過
程
の
中
で
元
素
の
見
え
方
、

見
方
、
表
現
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ

と
だ
と
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。
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自
然
も
私
も
貴
方
も
こ
の
5
つ
の
要

素
で
で
き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す

と
、
お
か
し
い
よ
ね
? 

例
え
ば
同
じ
物

を
食
べ
て
も
太
り
や
す
い
人
も
い
ま
す

し
、
ど
ん
な
物
を
食
べ
て
も
な
か
な
か

太
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
同
じ
問
題
に

対
し
て
す
ぐ
に
い
ら
い
ら
す
る
人
も
い

ま
す
し
、
非
常
に
安
定
し
て
い
て
、
動

じ
な
い
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
違
い
は
も
っ
と
細
か
く
言

え
ば
、
沢
山
あ
り
ま
す
。
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
で
は
、
み
な
同
じ
要
素
で
で
き

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
レ
メ
ン

ト
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
違
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
違
い
が
生
じ
る

と
考
え
ま
す
。

「
地
」
は
自
然
界
に
存
在
し
ま
す
し
、

こ
こ
は
7
階
で
す
が
、
こ
の
建
物
を
通

じ
て
大
地
に
通
じ
、
そ
し
て
大
地
の
上

に
建
物
が
建
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、「
地（
土
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う

の
は
何
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
? 

と
い
う
と
、
そ
れ
は「
支
え
て
い
く
」
と

い
う
ふ
う
に
捉
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

大
地
は
毎
日
様
々
な
も
の
を
下
か
ら

支
え
な
が
ら
、
ま
た
私
た
ち
は
大
地
を

毎
日
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
大
地
は
作
物
を
育
み
、
育
て
て

い
く
力
と
な
る
の
で
、
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
い
う
の
は
、「
安
定
」
で
あ
っ
た
り
、

「
支
え
る
構
造
」
と
い
う
ふ
う
に
、
ア
ー

ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
考
え
ま
す
。

「
水
」
は
自
然
界
で
は
、
雨
や
海
や

川
や
飲
み
水
で
あ
る
と
か
、
ま
さ
に
水

が
無
い
と
私
た
ち
の
生
命
は
存
在
し
得

な
い
の
で
す
。
こ
の
水
は
様
々
な
形
に

変
わ
り
ま
す
。
凍
り
つ
い
た
り
、
蒸
気

に
な
っ
た
り
、
サ
ラ
サ
ラ
と
流
れ
た
り

す
る
の
で
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は

水
を
「
変
化
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
火
」
は
自
然
界
で
は
太
陽
の
光
で

あ
っ
た
り
、
太
陽
の
力
で
あ
っ
た
り
、

食
べ
物
を
調
理
す
る
力
で
あ
る
の
で
、

根
底
に
も
っ
て
い
る
の
は
熱
の
力
で
あ

り
、
物
事
の
形
を
変
え
て
い
く
の
で
、

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
火
は「
変
換
」

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
風
」
は
実
際
に
自
然
界
に
あ
り
、

も
の
を
動
か
し
た
り
散
ら
し
た
り
す
る

力
で
あ
り
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は

風
は
「
移
動
性
」
を
表
す
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

「
空
」
は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
お
よ

び
ヴ
ェ
ー
ダ
を
語
っ
て
い
く
と
き
は
至

っ
て
難
し
い
と
こ
ろ
で
、「
般
若
心
経
」

の
中
に
も
「
空
」
の
言
葉
が
あ
り
、
非

常
に
深
い
概
念
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
簡
単
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
で
い
い
ま
す
と
、「
空
間
」
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
環
境
に
は
大
地
が
あ
り
、

雨
が
降
り
、
太
陽
の
日
差
し
が
あ
り
、

風
が
吹
き
、
広
い
空
間
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
も
こ
れ
ら
の
5
つ
の
元
素
で

で
き
て
い
る
と
考
え
た
と
き
、
大
地
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
構
造
で
あ
る
と
か
、
支

え
る
と
い
う
こ
と
で
、「
筋
骨
格
系
」
と

い
う
の
が
、
地
の
元
素
が
造
り
こ
ん
で

い
る
も
の
だ
と
捉
え
て
い
き
ま
す
。
例

え
ば
骨
太
の
方
、
体
格
的
に
が
っ
ち
り

し
て
い
る
方
は
、
も
う
す
で
に
地
の
要

素
を
多
め
に
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
が
精
神
的
な
も
の
に
も
関

係
す
る
と
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
考

え
て
い
て
、
地
の
要
素
は
忍
耐
力
や
動

じ
な
い
力
を
与
え
て
い
く
と
考
え
て
い

き
ま
す
。
何
か
不
安
が
わ
く
と
き
は
、

そ
の
方
の
地
の
要
素
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
中
で
、
水
の
要
素
は
体
液

と
し
て
考
え
て
お
り
、
マ
イ
ン
ド
面
で

は
優
し
さ
で
あ
る
と
か
涙
で
あ
る
と
か
、

私
た
ち
の
感
情
面
に
と
て
も
関
係
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

火
の
力
は
、
私
た
ち
の
体
の
中
で
は

体
温
で
あ
っ
た
り
、
消
化
力
で
あ
り
、

体
温
が
高
め
の
方
や
、
前
に
向
か
っ
て

頑
張
ろ
う
と
い
う
意
志
の
力
は
火
の
要

素
が
非
常
に
関
わ
っ
て
お
り
、
諦
め
る

の
は
火
の
力
が
弱
っ
て
い
る
と
き
に
起

こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

風
の
要
素
は
、
私
た
ち
の
体
に
と
っ

て
は
、
呼
吸
や
血
液
の
循
環
で
あ
り
、



マ
イ
ン
ド
面
で
は
ア
イ
デ
ア
と
か
閃
き

と
か
直
感
的
な
力
は
風
が
司
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

空
と
い
う
の
は
私
た
ち
の
体
で
は
、

鼻
腔
、
口
腔
、
胸
腔
と
い
う
よ
う
な
、

詰
ま
っ
た
状
態
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
表

し
、
マ
イ
ン
ド
面
で
は
可
能
性
を
表
し
、

空
の
力
の
強
い
方
は
大
い
な
る
志
と
を

持
っ
て
い
た
り
、
あ
る
と
き
は
忘
れ
る

と
い
う
行
為
も
空
の
力
が
関
係
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
、
こ
の
5

つ
の
元
素
だ
け
で
様
々
な
も
の
を
シ
ン

プ
ル
に
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

最
近
で
は
私
は
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

な
ら
ぬ
、「
ワ
ユ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
と

い
う
言
い
方
を
し
て
、
5
つ
の
元
素
で

様
々
な
も
の
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
下
の
「
カ
パ
」「
ビ
ッ
タ
」「
ヴ
ァ

ー
タ
」
を
あ
ま
り
お
話
し
し
な
い
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
取
り
あ

え
ず
今
日
は
そ
ち
ら
も
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
5
つ
の
元
素
が

バ
ラ
バ
ラ
な
働
き
を
し
て
い
る
と
、
な

か
な
か
力
が
強
く
な
れ
な
い
の
で
、
2

つ
の
元
素
が
コ
ラ
ボ
を
し
ま
す
。（
図

の
ミ
ス
が
あ
り
ま
す
。
→
ビ
ッ
ダ
は
火

だ
け
で
は
な
く
、
水
と
火
の
コ
ラ
ボ
で

す
。）
地
と
水
が
一
緒
に
な
る
と
、
大
地

の
乾
き
に
対
し
て
水
を
練
っ
て
い
く
と
、

し
っ
か
り
と
し
た
形
造
り
と
な
り
、
構

造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
こ
れ
を
「
カ

パ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

「
ビ
ッ
タ
」
と
い
う
の
は
、
火
に
水
を

差
す
と
、
火
の
暴
走
を
止
め
て
い
く
こ

と
も
で
き
る
し
、
ま
た
あ
る
と
き
は
、

水
は
液
体
全
般
を
指
し
、
油
も
含
み
、

火
に
油
を
注
げ
ば
、
火
が
ボ
ウ
ボ
ウ
と

燃
え
て
い
く
と
い
う
状
態
も
表
し
ま
す
。

「
ヴ
ァ
ー
タ
」
と
い
う
の
は
、
空
間

の
中
で
吹
く
風
と
い
う
感
じ
で
、
運
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
司
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

こ
こ
で
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
、

人
と
い
う
の
は
元
々
生
ま
れ
も
っ
た
体

質
と
し
て
、「
カ
パ
」
の
傾
向
で
あ
っ
た

り
、「
ビ
ッ
タ
」
の
傾
向
で
あ
っ
た
り
、

「
ヴ
ァ
ー
タ
」
の
傾
向
で
あ
っ
た
り
と
捉

え
ま
す
。

後
ほ
ど
皆
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
く

「
プ
ラ
ク
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う

問
診
表
は
、
元
々
の
生
ま
れ
も
っ
た
体

質
を
み
て
い
く
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
表
に

な
り
ま
す
。

も
う
一
つ「
ビ
ク
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
」

と
い
う
問
診
票
は
、
現
在
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
で
、
何
が
多
く
な
っ
て
い
る
か

の
チ
ェ
ッ
ク
表
で
す
。

図
の
「
カ
パ
」「
ビ
ッ
タ
」「
ヴ
ァ
ー

タ
」
の
下
の
と
こ
ろ
は
、
日
々
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
こ
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
三
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

α
波
に
お
け
る
右
脳
と
左
脳
と
の

コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

�

（
脳
力
開
発
研
究
所
）

と
き　
　

平
成
26
年
11
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

志
賀
氏
は
1
9
3
7
年
9
月
東
京
生

ま
れ
。
1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
卒

業
後
、
松
下
技
研
に
勤
務
。
1
9
7
1

年
東
京
大
学
工
学
部
計
数
工
学
科
研
究

員
を
兼
務
し
脳
波
研
究
。
1
9
8
3
年

脳
力
開
発
研
究
所
設
立
。
パ
ソ
コ
ン
を

用
い
た
脳
波
分
析
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

大
学
や
企
業
の
研
究
所
へ
提
供
。
ア

ル
フ
ァ
波
を
指
標
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
で
、
日
本
航
空
、
日

本
I
B
M
、
N
T
T
な
ど
、
大
手
企
業

の
脳
力
開
発
研
修
を
行
う
。2
0
0
8
・

2
0
0
9
年
文
部
科
学
省
よ
り
委
託
を

受
け
「
専
門
学
校
教
職
員
、
学
生
の
た

め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
脳
力
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
、
著
書
は「
全
身
の

疲
れ
が
ス
ッ
キ
リ
取
れ
る
本（
三
笠
書

房
）」
な
ど
多
数
。
2
0
1
1
年
3
月
に

米
国
H
H
S（
米
国
保
険
社
会
福
祉
省
）

よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
脳
波
と
メ
ン
タ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
、
実
践
に
対

し
G
O
L
D　

A
W
A
R
D（
金
賞
）
を

授
与
。
現
在
電
気
通
信
大
学
研
究
員
。

●� ●



ド
イ
ツ
の
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
ガ
ー

（H
ans Bergr 1873

-1941

）
が
人
間

を
被
験
者
に
し
て
初
め
て
脳
波
を
観
察

し
て
90
年
に
も
な
り
、
臨
床
に
は
盛
ん

に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
脳
波
の

発
生
機
序
、
特
に
共
鳴
振
動
波
の
ア
ル

フ
ァ
波
に
つ
い
て
は
未
知
の
ま
ま
で
す
。

臨
床
脳
波
の
教
科
書
に
は
ア
ル
フ
ァ

波
は
閉
眼
時
に
主
と
し
て
後
頭
部
か
ら

観
察
さ
れ
、
目
を
開
け
た
り
考
え
事
を

す
る
と
消
失
す
る
の
で
脳
の
神
経
回
路

が
あ
ま
り
活
動
し
て
い
な
い
ア
イ
ド
リ

ン
グ
状
態
、
つ
ま
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
脳

波
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
学
系

の
専
門
家
は
惚
け
の
脳
波
と
ま
で
主
張

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ル
フ
ァ
波
は
開
眼
状
態

で
前
頭
部
か
ら
緊
張
し
て
い
て
も
観
察

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
て
も
全
く
観
察
さ
れ
な
い

と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
工
学

系
の
脳
科
学
の
立
場
か
ら
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
の
脳
波
と
は
考
え
ず
、
調
和
振
動
波

形
を
し
て
い
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
神

経
回
路
が
共
鳴
活
動
し
て
い
る
か
、
あ

る
特
定
の
神
経
回
路
の
引
き
込
み
現
象

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
臨
床
脳
波
で
は
ア
ル
フ
ァ
波

を
周
波
数
で
定
義
し
て
8
H
z
以
上
と

し
、
8
H
z
以
下
は
シ
ー
タ
波
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
ア
ル
フ
ァ
波
と
シ
ー
タ
波

と
の
境
界
を
8
H
z
と
し
た
の
は
あ
く

ま
で
も
便
宜
上
で
特
別
の
意
味
を
示
し

て
い
ま
せ
ん（
睡
眠
の
専
門
家
で
7
H
z

を
境
界
に
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
）。

大
脳
は
情
報
処
理
の
器
官
で
す
か
ら
、

電
気
的
な
信
号
の
波
形
に
深
い
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ン
波
の
よ

う
な
綺
麗
な
形
を
し
て
振
幅
が
大
き
く

な
っ
た
と
き
は
、
た
く
さ
ん
の
神
経
回

路
が
共
鳴
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
ア
ル
フ
ァ

波
と
定
義
し
、
共
鳴
の
崩
れ
た
波
は
振

幅
が
小
さ
く
複
雑
な
波
形
に
な
り
ま
す

か
ら
ベ
ー
タ
波
と
し
、
ト
リ
ガ
ー
信
号

を
シ
ー
タ
波
と
定
義
す
る
と
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
決
め
て
も
ベ
ー
タ
波
は

12
H
z
以
上
で
す
し
、
シ
ー
タ
波
は

8
H
z
以
下
に
な
り
ま
す
。
問
題
は

7
・
8
H
z
の
と
こ
ろ
に
強
い
調
和
振

動
が
観
察
さ
れ
る
の
で
シ
ー
タ
波
と
云

わ
ず
に
ア
ル
フ
ァ
波
と
表
現
し
た
い
の
で

す
。
そ
こ
で
、
ア
ル
フ
ァ
波
帯
域
を
3
つ

の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
観
察
し
て
み
ま
す
。

　

10
H
z
～
12
H
z
は
、
振
動
が
速
い

の
で
フ
ァ
ス
ト
ア
ル
フ
ァ
波
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
緊
張
し
た

集
中
状
態
の
と
き
に
観
察
さ
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
伴
い
ま
す
の
で
波
形
が
崩

れ
て
ベ
ー
タ
波
に
な
り
や
す
い
で
す
。

ヨ
ガ
の
ア
ー
サ
ナ
で
強
く
現
れ
ま
す
。

ビ
ギ
ナ
ー
は
す
ぐ
に
ベ
ー
タ
波
に
な
り

ま
す
が
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
持
続
で
き
、

サ
バ
ア
ー
サ
ナ
で
周
波
数
が
低
く
な
り

ま
す
。

　

10
H
z
～
9
H
z
は
ア
ル
フ
ァ
波
の

中
央
部
分
で
す
か
ら
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ

波
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
の
波
が

観
察
さ
れ
る
と
き
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

集
中
状
態
で
、
頭
は
冴
え
、
身
体
は
柔

軟
に
動
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
遺
憾

な
く
発
揮
で
き
ま
す
。

こ
の
状
態
か
ら
さ
ら
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

が
深
ま
る
と
9
H
z
～
7
H
z
の
ゆ
っ

く
り
と
し
た
振
動
に
な
り
、
ス
ロ
ー
ア

ル
フ
ァ
波
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

意
識
は
低
下
し
、
寝
て
は
い
な
い
け
ど

も
思
考
は
働
か
ず
に
無
意
識
状
態
に
な

り
ま
す
。
催
眠
の
ト
ラ
ン
ス
状
態
と
同

じ
で
す
。

こ
の
7
・
8
H
z
は
覚
醒
状
態
と
睡

眠
状
態
と
の
境
界
領
域
で
、
シ
ュ
ー
マ

ン
共
鳴
の
7
・
8
H
z
と
も
合
致
し
て

い
ま
す
。
成
層
圏
の
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の

プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
7
・
8
H
z
で
あ
る

こ
と
も
N
A
S
A
の
ア
ポ
ロ
計
画
で
宇

宙
衛
星
を
打
ち
上
げ
た
と
き
に
実
測
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
合
致
に
は

深
い
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

右
脳
と
左
脳
と
の
脳
波
共
鳴

右
脳
と
左
脳
と
が
10
H
z
の
ミ
ッ
ド

ア
ル
フ
ァ
波
で
共
鳴
し
て
い
る
と
き
は

思
い
通
り
に
動
作
表
現
が
で
き
、
問
題

解
決
の
妙
案
も
閃
い
て
知
的
活
動
が
う

ま
く
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
7
・
8
H
z

の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
で
共
鳴
す
る
と

意
識
は
低
下
し
ま
す
が
E
S
P
や
P
K

現
象
が
強
く
生
じ
ま
す
。「
気
」
の
交

流
も
激
し
く
な
り
ま
す
。

指
笛
の
名
手M

em
i Grace

さ
ん
は
、

指
笛
を
吹
い
て
い
る
と
き
に
神
か
ら
の

お
告
げ
を
い
た
だ
く
そ
う
で
す
。
神
の

お
告
げ
は
主
観
で
す
か
ら
計
測
で
き
ま

せ
ん
が
、
指
笛
は
収
録
で
き
ま
す
し
脳

波
も
測
れ
ま
す
か
ら
相
関
分
析
が
可
能

で
す
。
結
果
は
期
待
通
り
で
し
た
。

始
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
で
は
右
脳

と
左
脳
の
脳
波
は
10
H
z
で
コ
ヒ
ー
レ

ン
ト
で
し
た
が
指
笛
を
吹
き
出
す
と
次

第
に
7
・
8
H
z
で
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

状
態
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
指
笛

の
ビ
ブ
ラ
ー
ト
が
7
・
8
H
z
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
と
き
か
ら
周
辺
に
野

鳥
が
集
ま
っ
て
き
て
喧
し
く
囀
り
だ
し

ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
鳥
の
脳
波

が
7
・
8
H
z
で
共
鳴
し
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

オ
ペ
ラ
歌
手
の
柏
田
ほ
づ
み
さ
ん
も

歌
っ
て
い
る
と
鳥
が
集
ま
り
、
ホ
ウ
ェ
ー

● �●
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ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
は
歌
で
鯨
を
引
き

寄
せ
た
そ
う
で
す
。

ほ
づ
み
さ
ん
が
茨
城
県
の
御
岩
神
社

に
奉
納
演
奏
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
現

場
で
脳
波
測
定
と
歌
の
収
録
を
行
い
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
よ
う
な
結
果
が

得
ら
れ
た
の
で
す
。
閉
眼
で
安
静
状
態

で
は
10
H
z
で
右
脳
と
左
脳
と
の
脳
波

は
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
歌
い
始
め
る
と
す
ぐ
に
7
・
8
H
z

の
共
鳴
が
起
き
ま
す
。
こ
の
と
き
の
歌

に
も
強
い
ビ
ブ
ラ
ー
ト
が
か
か
り
、
ビ

ブ
ラ
ー
ト
の
周
波
数
分
析
を
し
ま
す
と

7
・
8
H
z
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
声

に
脳
波
が
乗
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。
そ
し
て
鳥
が
寄
っ
て
き
ま
す
。

バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
7
・
8
H
z
の
ゆ
ら

ぎ
は
地
球
上
に
生
命
が
発
生
す
る
前
か

ら
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
、
7
・
8
H
z

の
ゆ
ら
ぎ
の
中
で
た
ん
ぱ
く
質
が
合
成

さ
れ
、
D
N
A
が
で
き
、
細
胞
が
生
じ

て
生
物
進
化
し
て
き
た
事
を
考
え
る
と
、

人
も
鳥
も
ク
ジ
ラ
も
7
・
8
H
z
で
共

鳴
し
合
う
構
造
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。釈

迦
の
動
物
絵
図
は
地
球
上
の
あ
ら

ゆ
る
生
き
物
が
共
存
共
栄
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
7
・
8
H
z

の
共
鳴
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ゆ
ら

ぎ
に
は
情
報
が
含
ま
れ
ま
す
か
ら
ア
カ

シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

人
と
人
と
の
脳
波
共
鳴
だ
と
す
れ
ば
2

人
の
脳
波
も
共
鳴
す
る
は
ず
、
と
云
う

こ
と
で
鍼
灸
治
療
に
お
け
る
脳
波
も
計

測
し
て
み
た
と
こ
ろ
見
事
に
的
中
し
ま

し
た
。

鍼
灸
師
と
患
者
さ
ん
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
状
態
で
の
脳
波
は
相
関
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
触
診
し
た
段
階
で
は
10
H
z
で

と
き
ど
き
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
な
り
、
鍼
を

た
て
よ
う
と
し
た
ら
7
・
8
H
z
で
強

く
共
鳴
し
ま
し
た
。
鍼
を
た
て
ず
に
手

か
ざ
し
し
て
み
て
も
同
様
に
7
・
8
H
z

で
共
鳴
し
た
の
で
、
指
圧
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
エ
ス
テ
や
占
い
、
催
眠
誘
導
な
ど

も
同
様
に
脳
波
共
鳴
が
起
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
実
験

を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
と
人
と
の
脳
波
共
鳴
で
は
、

気
が
合
う
、
気
に
な
る
、
気
を
入
れ
る
、

な
ど
日
本
人
の
感
覚
に
は
「
気
」
の
概

念
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
お
互
い
の

脳
波
が
7
・
8
H
z
で
共
鳴
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

右
脳
と
左
脳
と
の
脳
波
が
7
・
8
H
z

で
強
く
共
鳴
す
る
と
「
気
」
の
出
入
り

が
強
く
な
り
、
気
が
す
る
、
気
に
な
る

な
ど
の
E
S
P
感
覚
、
気
を
入
れ
る
と

P
K
な
ど
作
用
力
が
働
く
と
思
わ
れ
ま

す
。

残
念
な
が
ら
科
学
で
は
「
気
」
の
定

義
が
な
い
の
で
エ
ビ
デ
ン
ス
が
得
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
7
・
8
H
z
の
ゆ
ら
ぎ
が

「
気
」
の
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。（
志
賀
一
雅
氏
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

気
と
脳
波
、
シ
ュ
ー
マ
ン
共
鳴
、
鳥
の

さ
え
ず
り
な
ど
興
味
深
い
話
で
あ
っ
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
19
名
、
合
計
34
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
九
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

手
相
の
神
秘
と
科
学　

―
脳
の
活
用
で
手
相
が
変
わ
る
―

　
　
　

講
師　

高
峯　

秀
樹 

氏

　

日
本
意
相
学
研
友
会
（
手
相
研
究
）

　

代
表

と
き　
　

平
成
27
年
1
月
17
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

高
峯
秀
樹
氏
は
1
9
3
2
年
神
奈
川

県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
第
一
商
学
部

卒
、
㈱
大
丸
入
社
。
本
社
営
業
、
宣
伝

各
企
画
担
当
部
長
。
主
な
所
属
団
体
は

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
骨
そ
し
ょ
う
症
、

生
活
習
慣
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
、
健

康
セ
ミ
ナ
ー
手
相
コ
ー
ナ
ー
担
当
、
俳

誌
「
天
弓
」
主
宰　

著
書　

未
来
を
知

る
手
相
の
科
学

最
近
若
い
女
性
だ
け
で
な
く
、
高
齢

者
が
手
相
診
断
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

残
り
の
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か
。
右

脳
は
イ
メ
ー
ジ
、
左
脳
は
理
屈
を
司
る

と
云
わ
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
脳
に
絵
を



画
く
こ
と
。
油
絵
、
書
、
俳
句
等
を
始

め
る
と
手
相
、
特
に
左
掌
の
手
相
に
顕

著
に
変
化
が
現
れ
る
。「
掌
は
脳
の
外
部

表
現
」
で
あ
る
。
三
年
余
の
医
療
セ
ミ

ナ
ー
手
相
診
断
成
果
を
報
告
し
た
。

手
相
へ
の
関
心
が
高
齢
者
に
広
が
る

手
相
は
若
い
女
性
の
楽
し
み
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
高
齢
者
が
気
軽
に
手
相

診
断
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
残
り
少

な
く
な
っ
た
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か

が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
は
右

脳
の
活
用
で
、
医
療
セ
ミ
ナ
ー
で
手
相

診
断
す
る
現
場
か
ら
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

①�

手
相
技
術
に
も
時
代
に
合
っ
た
見
方

が
必
要
。

手
相
術
の
歴
史
は
事
例
の
積
み
重
ね

に
よ
る
統
計
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で

あ
る
。
私
は
哲
学
者
カ
ン
ト
の「
手
は

頭
脳
の
延
長
で
あ
る
」
を
ヒ
ン
ト
に
「
掌

は
脳
の
外
部
表
現
」
を
仮
説
と
し
て
時

代
に
合
っ
た
論
を
考
え
る
。
又
、
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
環
と
し
て
数
運
学

を
活
用
し
て
未
来
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
る
。

②�

右
脳
の
活
用
で
ピ
カ
ソ
の
よ
う
に
元

気
で
長
生
き
。

人
生
の
楽
し
み
は
元
気
で
長
生
き
。

右
脳
は
イ
メ
ー
ジ
、
左
脳
は
理
屈
を
司

る
と
云
わ
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
は
脳
に
絵

を
画
く
こ
と
。
油
絵
、
書
、
俳
句
等
を

始
め
る
と
手
相
に
変
化
が
現
れ
る
。
左

掌
の
手
相
に
顕
著
で
あ
る
。
自
身
の
25

年
を
省
み
て
手
相
の
神
秘
に
驚
く
。
現

在
で
は
脳
に
関
す
る
専
門
家
が
脳
の
活

用
法
を
説
い
て
い
る
。

（
1
）
顔
の
顎
角
張
る
人
は
晩
年
運

（
2
）両
耳
の
下
に
付
く
ほ
ど
進
化
か
な

（
3
）
吹
出
物
急
に
出
る
時
用
心
を

（
4
）
根
拠
な
く
性
格
判
る
血
液
型

（
5
）
星
占
い
12
星
座
で
座
談
か
な

（
6
）
身
長
に
比
し
指
長
き
は
保
守
的
で

（
7
）
生
ま
れ
日
で
変
化
の
起
こ
る
年
予

測
（
8
）
縦
線
は
運
気
盛
大
横
停
滞

（
9
）
6
本
の
線
で
読
み
取
る
手
相
術

（
10
）
生
命
・
知
能
・
感
情
線
は
遺
伝
に

て
（
11
）
運
命
・
太
陽
･
財
運
線
は
後
天
的

（
12
）
チ
ン
パ
ン
ジ
ー　

人
と
の
違
い
知

能
線

（
13
）
知
能
線
短
き
人
は
即
断
で

（
14
）
知
能
線
下
へ
流
れ
ば
愛
に
生
き

（
15
）
生
命
線
大
き
弧
な
れ
ば
絶
倫
で

（
16
）
感
情
線
短
き
人
は
ク
ー
ル
に
て

（
17
）
感
情
線
余
り
長
き
は
嫉
妬
深
し

（
18
）運
命
線
中
指
に
向
け
延
び
て
良
し

（
19
）
太
陽
線
長
き
は
モ
テ
モ
テ
期
待
出

き
（
20
）
財
運
線
入
り
と
出
の
差
の
差
引
が

（
21
）
結
婚
線
一
本
長
き
が
理
想
に
て

（
22
）結
婚
線
伸
び
行
く
先
で
運
変
わ
る

（
23
）
結
婚
の
相
性
運
勢
重
ね
見
る

（
24
）ビ
ジ
ネ
ス
運
運
命
線
を
確
と
見
る

（
25
）
運
勢
の
改
善
大
脳
活
性
化

（
26
）
運
命
の
改
善
難
し
修
業
要
り

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

手
相
は
脳
を
写
し
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
脳
は
自
分
の
未
来
を
反
映
し
て
い

る
。
脳
が
変
化
す
れ
ば
手
相
も
変
わ
る

ら
し
い
。
脳
を
鍛
え
る
こ
と
で
自
分
の

未
来
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
11
名
、
合
計
23
名
で
し
た
。

講
演
記
録
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）。
事
務
局
（
0
7
9
7
・

2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



●� ●

火山爆発VEI 1に予知が変更されていた。この
変化を重大なことと認識していたならば、その時
にその火山爆発を事前に予知できていたことに
なる。

そのためには、予知することを仕事として、そ
の日に朝からこまめに真偽判定実験を繰り返し
ていたならば、その火山爆発を事前に把握でき
たことになる。ただし、一日中常に真偽判定実
験を繰り返している必要があること、およびそれ
を予知することで新たな予知変更を誘導しない
との条件がつくが。

この火山爆発は、2.1に示したように、2014年
9月27日10:50の時点で魂と肉体が分離して、起
こる確率が一番高いと予知された年月日が2024
年1月25日から大幅に前倒しとなったものであ
り、しかも確率が一番高いと予知された年月日が
魂と肉体で異なっていた。魂と肉体が離れたり、
寄り添ったり、合体したりしながら、起こる確率
が一番高い年月日時刻と起こる確率がゼロでな
い期間時刻が完全に一致した11:53にそれが現
実となり、御嶽山は火山爆発したことになる。

したがって、現在の予知のレベルでは、2014
年9月27日11:14の10秒前に火山爆発を予知で
きることになる。約39分前となる。

3．�2015年に起こる確率が一番高いと予知され
た天変地異

2015年7月3日非常に大規模火山爆発VEI 5
　桜島火口A、桜島火口B
2015年7月4日放射能事故　川内原発
2015年6月4日超巨大地震M9.0
　東京都江東区　深さ45km　
2015年7月3日やや巨大規模火山爆発VEI 6
　富士山白山岳新火口　
2015年11月29日超巨大地震M9.0
　東京湾中央　深さ5km
2015年11月30日津波
　東京都沿岸　25m、千葉県沿岸　25m、
　神奈川県沿岸　25m、静岡県沿岸　20m、
　愛知県沿岸　15m、茨城県沿岸　15m

4．あとがき
2014年9月27日に起こった御嶽山の火山爆発

の予知の推移を示し、その検証において、それ
を予知できなかった原因を明らかとした。また、
真偽判定実験を一日に何度もこまめに行ってい
ればその予知は可能であったことにも言及した。
天変地異には魂と肉体があることを明らかとし
た。起こる確率が一番高い年月日と起こる確率
がゼロでない期間などを予知することが重要で
ある。2015年に起こる確率が一番高いと予知さ
れた天変地異（地震2件、火山爆発3件、放射
能事故1件、津波）について、起こる確率が一番
高い年月日を示した。

霊が関係した天変地異が予知されると、それ
だけでそれを変更させるキッカケともなる。そし
て、その予知を知らされた人々がそれを認識し
て、それが起こらないようにと念願する時、その
意識は宇宙全体にゆきわたり、計画されていた天
変地異が回避される場合がある。本研究を発表
することはこのような効果がある。皆様の多くの
方々の祈りにて、この危機的な状況を是非回避し
てほしい。さらに、多くの方々にこの情報が知ら
されてその効果が増幅することを祈っている。

この研究が印刷され配布された後には、それ
らの予知が現実となるのか変更となるのか回避
さるのか明らかとなってくる。しかしどのように
なったとしても、このように一度、予知された天
変地異は完全に解消されない限り、いずれそれ
らは起こってしまう。

私たちは、宇宙のありとあらゆるものとつな
がっている永遠の存在であり、いつか関係しあ
う仲間であると認識して慈愛を真に学ぶことが
求められている（参考文献参照）。

最後に、貴重な御指導に対して、安部賢司氏
に感謝申し上げる。

参考文献
小林正典、サイ科学、Vol.36、pp.56 -63、2014
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（肉体）（魂）2015.12 .24に起こる確率が一番高い
と予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確率がゼロでない期間

（魂）11.11 VEI 4～2015.2 .6 VEI 4
（肉体）11.11 VEI 4～2015.2 .6 VEI 4
魂と肉体が合体
2014年11月10日17:25時点

（肉体）（魂）2024.1.25に起こる確率が一番高いと
予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確立がゼロでない期間一番早い場合
2014.11.10 17 :25：（肉体）（魂）11.12 VEI 4
その後この期間は変更を繰り返して、
2015.4 .1：（肉体）（魂）2015.7 .3 VEI 4

2.2　御嶽山の火山爆発の予知の検証
2014年9月27日に起きた、御嶽山の火山爆発

の予知について、私が最初に予知できたのは、
2014年2月27日のことであった。その当時は、
天変地異には魂と肉体があるとは認識していな
かった。

その後、2014年10月2日にレヨコンプを用い
た遠隔治療に協力することになった。私の役目
は遠隔するための基本周波数を真偽判定によっ
て見つけてそれを知らせることである。その効果
を検証している過程で、実験の判定結果と現実
との乖離の解明から、魂と肉体の両方の遠隔治
療が必要であることがわかっていた。それがキッ
カケとなり突然、2014年10月17日13:30ころに、
天変地異にも魂と肉体があるのではないかとの
インスピレーションが湧き上がった。2014年10
月18日に天変地異にも魂と肉体が存在すること
がわかった。

2014年11月26日半蔵門で開催された未知領
域研究所の研究討論会において、その代表で
ある安部賢司氏から、私の天変地異の予知は
霊（Spirit）が関係したものに限定されていて、純
粋な自然現象としての天変地異は予知できない
はずである、と指摘された。また、霊が関係し
た天変地異では犠牲者が多数でることが特徴で
あるとも指摘された。霊が関係していない自然

現象としての天変地異を私は予知できないこと、
霊が関係している天変地異を私は予知できるこ
とを、真偽判定実験にて確認できた。

さらに、2015年3月2日には、起こる確率が
一番高い年月日や起こる確率がゼロでない期間
などを予知できるのではないかとのインスピレー
ションが突然、湧き出した。私はそれらを予知で
きることが、真偽判定実験にて正しいと判定で
きた。

2.1に示した結果をもとに、2014年9月27日に
火山爆発した、御嶽山に関するそれまでの予知
を検証することにより、その年月日を予知できな
かった原因について考える。

2014年9月27日時点に予知されていた年月日
（再実験前）は、2.1で示した起こる確率がゼロ
でない期間の一番早い場合と一致していること
がわかった。起こる確率が一番高い年月日と起
こる確率がゼロでない期間の一番遅い場合は予
知されていなかった。

2014年9月27日の朝（10時ころ）の真偽判定
実験では御嶽山の火山爆発の予知は前日からの
ものと変更はないとなっていた。すなわち、2014
年8月30日時点で予知した2014年12月24日中
規模火山爆発VEI 2であった。

ところが、2014年9月27日11:53に御嶽山は
火山爆発を起こした。

真偽判定実験は朝に行い、翌日まで実験は行
わないことが多い。そのために、つぎに再掲載
するような2014年9月27日に起きていた予知の
変更を把握できていなかった。

2014年8月30日時点
12月24日中規模火山爆発VEI 2
2014年9月27日10:50時点
9月27日11:14小規模火山爆発VEI 1
2014年9月27日11:14の10秒前の時点
9月27日11:53小規模火山爆発VEI 1

2014年9月27日10 :50になって、12月24日中
規模火山爆発VEI 2から9月27日11:14小規模
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1．まえがき
天変地異を予知することにより、多くの人々の

命を救うことを使命と考えて、2012年12月3日
から毎日実験を継続していた。そのような最中
に、2014年9月27日に御嶽山が火山爆発した。
その朝に実験した予知では、御嶽山の火山爆発
は2014年12月24日であった。

本研究は、その火山爆発の予知を検証するこ
とにより、その年月日を予知できなかった原因を
明らかとしている。さらに本研究を可能とした
3つの気づきについて、そのキッカケも示して説
明している。

本研究は真偽判定実験（参考文献参照）により
得られたものであり、2015年に起こる確率が一
番高い天変地異の予知をも示している。

2．御嶽山の火山爆発
2.1　御嶽山の火山爆発の予知の推移

ここでは、御嶽山（35°53′34″N, 137°28′49″E）
の火山爆発の予知に関する変化の推移の概略を
示す（2015年3月6日までに到達した真偽判定に
よる再実験結果）。

2014年2月27日時点　起こる確率が一番高い年
月日（肉体）（魂）2024年1月25日に中規模火山爆
発VEI 2（VEIは火山爆発指数）
起こる確率がゼロでない期間一番早い年月日

（一番遅い年月日は、起こる確率がゼロでない期
間の中央の年月日が、起こる確率が一番高い年
月日2024年1月25日となるように決まっているの
で省略する。）
2014.2 .27時点（肉体）（魂）2014.3 .4 VEI 2
その後この期間は変更を繰り返して、
2014.8 .30：（肉体）（魂）2014.12.24 VEI 2
2014.9 .27 10:50の時点で魂と肉体が分離
2014年9月27日10 :50の時点　起こる確率が一

番高いと予知された年月日時刻
（魂）2014年9月27日11:53 VEI 1
（肉体）2014年12月24日23:59 VEI 1
起こる確率がゼロでない期間時刻
2014.9 .27 10:50時点

（魂）9.27 11:14 VEI 1～9.27 12:32 VEI 1
（肉体）12.24 23:59 VEI 1～12.24 23:59 VEI 1
2014.9 .27 11:14の10秒前　魂と肉体が合体
2014年9月27日11:14の10秒前　起こる確率が
一番高いと予知された年月日時刻は

（肉体）（魂）2014年9月27日11:53 VEI 1
起こる確率がゼロでない期間時刻

（肉体）（魂）9.27 11:53 VEI 1～9.27 11:53 VEI 1
起こる確率が一番高い年月日時刻と起こる確率
がゼロでない期間時刻が完全に一致した。

御嶽山はその11:53に火山爆発した。

2014年9月27日14:50時点　新たな予知
（肉体）（魂）2014.12 .24に起こる確率が一番高い
と予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確率がゼロでない期間
初めから魂と肉体が分離状態

（魂）9.29 VEI 4～2015.3 .19 VEI 4
（肉体）12.24 VEI 4～12.24 VEI 4
その後この期間は変更を繰り返して、
2014年10月14日18:00時点

（魂）11.11 VEI 4～2015.1.30 VEI 4
（肉体）12.24 VEI 4～12.24 VEI 4
2014年10月17日13:30時点

（肉体）（魂）2015.1.10に起こる確率が一番高いと
予知された大規模火山爆発VEI 4
起こる確率がゼロでない期間

（魂）11.11 VEI 4～2015.3 .9 VEI 4
（肉体）2015.1.10 VEI 4～2015.1.10 VEI 4
魂と肉体が寄り添う
2014年11月10日15:00時点

御嶽山の火山爆発の予知の検証と天変地異の予知御嶽山の火山爆発の予知の検証と天変地異の予知
小林　正典　　
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水膜を意味しており、ここには強い表面張力が
ある。別報で述べた様に、近赤外線は水と親和
力が高いので、イオン・ボールは噴霧水滴（キリ
状）に急速に吸収される。また図1（b）、（c）に含
まれるエアゾール（埃、微細塵）は、帯電してお
り、オーブの核になる可能性が高いと判断して
いる。

サイ（気）は、電子、陽電子、微細身素粒子（プ
ラーナ）群から構成されている。電子は空気中で
も割合に安定に存在しており、陽電子は宇宙線や
各種のγ線照射（自然放射線等）によって得られ
る。さらに、プラーナはエーテル（エネルギー）類
似である。つまり、サイ（気）は、周波数（波長）の
異なる光子群の集合から構成されているが、素
粒子類似の性質を持つ（電子群、別報）ので、観
測・測定する以前は、その存在は不確定である。

3）「たまゆら」の形成と内部模様

大気イオン・ボールは、ほぼ近赤外線量域の
周波数を保ちながら、回転しながら進行・増大
しているが、陰と陽の巴型の組合せの絞り込み
による両者間の押合いの力（エネルギー）がほぼ
飽和する（変曲点）まで活性化させた時に零場
が出来る。つぎに、これが点状になった時を零
点と呼ぶ。なお零点はマクロ現象がミクロ現象
に変換する箇所でもある。ここに「たまゆら」の
核が形成され、撮影者から放出されるサイ（気）
と核が共振・共鳴（同調）して「たまゆら」になる

（生起する）、と推定している。
「たまゆら」は、外部からの光エネルギー（例、

フラッシュ光）の助けにより、次第に進行してカ
オス・アトラクターを画き、オーブ（たまゆら）の
円形内の諸模様（表情）を形成する事になる。カ
オス・アトラクターの内容（模様）を決めるものは、
未知なる存在（SG）であろう、と推定している。

4）実験値との対応

川崎利男ならびに佐々木茂美らの実験による
と、（1）スプレーによる水滴（噴霧、キリ）が蒸発

して消える頃にオーブが発生する。水滴は直形
約2mm以上になると、重さがあるので空中に留
まる事は出来ない、と言われている。したがっ
て、上空に浮かんで写っている約2mm以上の
大直径の乳白色球体（内部模様が無い）はオー
ブ（たまゆら）である可能性が高い。（2）雨降り時
に写真をとると、多数の微少白点が写る場合が
ある。円内に模様が無いのは多分雨粒であろう。
同時に写る大中小直径で内部模様（表情）のある
乳白色円形は多分、オーブ（たまゆら）であろう。

（3）空間に浮かんでいるオーブ（たまゆら）と思え
る乳白色発光体をみる。ヘイロー（Halo）は均一
で、短く、円形内部は半透明で明るく輝いてい
る。この輝きが、フラッシュ光による反射光に依
るものか、または、原子内の電子の移動に基づ
くエネルギー緩和発光に依るものか、さらには、
彩度、明度、色相、がどの程度か。これらを測
定し、比較検討する事が出来れば、真のオーブ

（たまゆら）か、または雨滴の反射に依る偽オー
ブか?を判断することが出来るだろう。（4）空中
に写される水滴（偽オーブ）は、小直径で乳白色
発光体で不透明である。直形は約2mm以下で
あり、ヘイロー（Halo）は不鮮明、円形内部に模
様（表情）は無く、不純物が含まれているもの以
外は、ほぼ均質である。

訃　　報

佐々木先生の今回のレポートにもお名前
が挙がり、長年のオーブ研究で皆様もよく
ご存知の川崎利男氏が2月3日に心臓の病
で亡くなられました。

日本サイ科学会の全国大会や宇宙生命
研究分科会でオーブ写真についての研究
発表を沢山されていて、今後の研究の進
展が楽しみでありましたので、本当に残念
です。

心からご冥福をお祈りいたします。
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ものを陽イオンボール（電子に相当）とし、下向き
で右方向回転のものが陰イオンボール（陽電子に
相当）になる一対を想定する。基盤に成るのが陰
電子、陽電子のスピン対とバイオホトン（プラー
ナ、エーテル体等のベクトル表示）の集合体であ
る｛図1の（a）参照｝。これをオーブ・スピン対群
と仮称する。中でも、周波数が近赤外線域に概
当するもの（活性化エネルギー、約1.5eV）を対
象にする。図の陰陽の一対は、右方向回転の巴
型状組合せ{図1（a）｝であるが、当然の事として、
左方向回転、さらには、裏表、左右、その他の
様々な組合せ群から形成されている。全体とし
て中和して、集合している場合を｛図1の（b）参
照｝オーブの単位体（イオン・ボール）という。さ
らに、このイオン・ボールが大量に集合したもの
を、通称｛図1（c）｝オーブと言う。なお、以上の
説明には電子を用いたが、実際には、光子群の
組合せとして存在するのであろう。

図1（a）のオーブ・スピン対群は、オーブ図1（c）
の基盤でもある。つまり「オーブ」は電子、陽電
子、生命体（プラーナ）群から構成されている。
電子は空気中でも割合に安定に存在しており、
陽電子は宇宙線や各種のγ線照射（自然放射線
等）によって得られる。図1の電子、陽電子の両
側に配置されているベクトルは、生命体（人類、
植物等）から放出されているプラーナ（微細身素
粒子、エーテル体、バイオホトン）を意味してい
る。換言すると、オーブ・スピン対群は、周波
数（波長）の異なる光子群の弱い結合（集合）から
構成されている。したがって、素粒子類似の性
質を持つ（電子群、別報）ので、観測・測定する
以前は、その存在は非局所的・不確定である。

空気成分の電離とエアゾール（埃、微細塵）
によって形成された図1（b）の大気陰陽イオン・
ボール（オーブ）が、回転によって絞り込まれて
ゼロ場（ゼロ点）が形成され、そこに「たまゆら」
の核ができる。撮影者の変性意識状態（ASC）時
に皮膚から放出されるサイ（気）とオーブ上の核
が同調（共鳴、共振）して「たまゆら」になる。そ

して、カオス・アトラクターを伴って成長して模
様（表情）になり、写真に写る事になる。大気陰
陽イオン・ボール形成とオーブは物理現象であ
る場合が多く、これにサイ（気）が共鳴・加算さ
れて「たまゆら」（マクロPK）になる、と判断・仮
定している。

図1.オーブのモデル（仮定）

2）オーブ・モデルの提案

図1にモデル（仮定）を示す。図1（c）がオー
ブ、（b）がイオン・ボール（プラズマ・ボール）、

（a）がオーブ・スピン対群（太極、双極子状・巴
型）である。ただし、（たまゆら）=（オーブ）+（自
己・サイスピン対群）となる。ここに（自己・サイ
スピン対群）とは、撮影者自身の「個人的なサイ

（気）」である。なお、サイ（気）は図1（a）のオーブ
スピン対群と同種・同類である。

図1（b）において、オーブが球形になるのは、
イオン・ボール間に働く引力によって凝縮し、そ
れぞれの表面に張力が働き、表面積が一番小さ
くなるのが球形である、からであろう（図の大円
実線）。図1（c）で実線大円の外側の大円点線は



オーブ（たまゆら）と霧（水滴）の関係

デジカメ（CCD）を用いて、空気が電離してい
ると思われる薄暗い空間に向けてフラッシュ撮影
する。すると、乳白色で小円状のオーブが、ノイ
ズとして写り込んでくる。オーブは、水との親和
力が強く、雨の降り始め前や、スプレー噴霧水
の水滴が蒸発する後（川崎利男）に写り易い。し
かし、現在のところ、オーブの本質は不明である。
乳白色の強い発光体で、大直径で円内に模様の
無い不透明なものが真のオーブである、したがっ
て、半透明で（薄くて）影があるものは偽オーブ
である、と言う主張がある（精神派）。反面これ
とは逆に、大中小直径、乳白色で内部模様（表
情）がある半透明なものが真のオーブであり、模
様の無い小直径の強い発光体は水滴（反射光）
である、という主張もある（実験派）。これらの見
解は潜在しており、いまは、特に議論されてはい
ない様子であるが、研究を進める時の（対立を呼
ぶ）問題点になっている。本稿では、これを総合
的に解釈するため、ならびに、オーブの存在理
由や円内模様と水滴との関係を検討する為のモ
デル（仮定）を提案し、考察を進めることにした。

1）オーブの形成過程の推定

地球の表面付近に存在する大気（空気）成分
は､ 容積比で、窒素分子（約78%）と酸素分子

（約21%）が大部分を占めており、水蒸気（H2O）
は僅かに0.0～3.0%、その他として二酸化炭素

とオゾン等がある。中でも水蒸気は、季節や地
形による変動がかなり大きいと聞く。大気の中の
水蒸気が多くなると、凝固して雲や雨になるが、
凝固には核が必要であり、これをエアゾール（埃、
微細塵）が分担している。注意すべきこととして、
水分が少なくなると、オーブは極めて出現しにく
くなる。

地球を取り巻く空気の一部は、宇宙線の照射
のために電離していて、上層部は陽（+）、地表
部は陰（－）に帯電している。したがって、地球
は電磁気的には巨大な球形・地球コンデンサー

（約30万V）として存在している。通常は、地表
面は陰に帯電しているが、厚い雨雲がやってく
ると、雨雲自体の上側は陽（+）下側は陰（－）に帯
電しているので、地表面は陰（－）から陽（+）に変
化することになる。この時、空気中の陰イオン群
と陽イオン（荷電粒子）群間に対流が生じ、両者
が交流して、大気陰・陽イオン群が形成され易
くなる。雨が降り始めると、電離はさらに進む。

水（H2O）を電離するとH（陽イオン）、OH（陰
イオン）、電子（－）になる。いわゆるプラズマで
あるが、これを大気電気学では、大気陽イオン、
大気陰イオン、電子と呼ぶ。大気イオン群の中
にエアゾール（埃、微細塵）を入れると、大気電
界やイオン間の相互作用などにより、大気陽イオ
ン・ボールと大気陰イオン・ボールの組合せが
できる。いま、ベクトルが上向きで右方向回転の

オーブ（たまゆら）と霧（水滴）の関係
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